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表  彰 
 
〔2020年度学会賞受賞者〕 
長谷川 健 君 （京都大学化学研究所・教授） 

 研究業績 多角入射分解分光法の開発と実用化 

早下 隆士 君 （上智大学理工学部・教授） 

 研究業績 ナノ空間包接場およびナノ構造体を用いる超分子分析試薬の開発 

平田 岳史 君 （東京大学大学院理学系研究科・教授） 

 研究業績 プラズマ質量分析に基づく地球メタロミクス学の創成 

 
〔2020年度技術功績賞受賞者〕  
岡本 幸雄 君 （東洋大学・名誉教授） 

 研究業績 高性能大気圧マイクロ波誘導プラズマ生成技術と極微量元素分析装置の開発 

鈴木 敏之 君 （(国研)水産研究・教育機構水産技術研究所・部長） 

 研究業績 下痢性貝毒の機器分析法開発と普及 

中田  靖 君 （(株)堀場テクノサービス） 

 研究業績 共鳴ラマン分光法による単層カーボンナノチューブ解析法の開発 

 
〔2020年度奨励賞受賞者〕 
小﨑 大輔 君 （高知大学教育研究部・講師） 

 研究業績 複合分離機構型イオンクロマトグラフィーを用いた多成分同時分離定量法の開発と応用 

鈴木 哲仁 君 （京都大学大学院農学研究科・助教） 

 研究業績 金属周期構造を用いたテラヘルツ帯センサの開発と食の安全に資する光分析分野への展開 

西島 喜明 君  （横浜国立大学大学院工学研究院・准教授） 

 研究業績 高感度気体センシング技術のための中赤外プラズモニクスデバイスの構築 

蛭田 勇樹 君  （慶應義塾大学理工学部・専任講師） 

 研究業績 精密分子設計に基づくバイオイメージングプローブの開発と応用 

米田 哲弥 君 （(株)島津製作所・主任） 

 研究業績 高精度蛍光 X 線分析装置の開発と電池材料解析への応用研究 

 
〔2020年度先端分析技術賞受賞者〕 
JAIMA 機器開発賞 
桜井 健次 君  （(国研)物質・材料研究機構） 

 研究業績 新しい X 線イメージング技術の開拓 

永井 秀典 君  （(国研)産業技術総合研究所） 

 研究業績 マイクロ流体チップによるリアルタイムポリメラーゼ連鎖反応法の高度化  

 
〔2020年度女性Analyst賞受賞者〕 
佐藤 香枝 君  （日本女子大学理学部・教授） 

 研究業績 マイクロ・ナノデバイスのバイオ分析化学への応用 

高原 晃里 君  （(株)リガク） 

 研究業績 固体表面の直接迅速分析法の開発と材料分析への応用 

 
〔2019年「分析化学」論文賞受賞者〕 
山下 修司 君 （東京大学大学院理学系研究科） 
鈴木 敏弘 君 （東京大学大学院理学系研究科） 
平田 岳史 君 （東京大学大学院理学系研究科・教授） 
受賞論文 「レーザーアブレーション ICP-MS によるナノ粒子のイメージング分析法の開発」 

八木 祐介 君 （(株)豊田中央研究所） 

天野 久美 君 （(株)豊田中央研究所） 
光岡 拓哉 君 （(株)豊田中央研究所） 
加藤 雄一 君 （(株)豊田中央研究所） 
受賞論文 「ABS 樹脂上に無電解めっきした Ni 薄膜の密着強度影響因子の定量評価」 
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〔2020年度有功賞受賞者〕（敬称略）

高橋  功 住鉱テクノリサーチ(株) 

大西 弘哲 住鉱テクノリサーチ(株) 

大栗  毅 日本分析工業(株) 

平賀 光彦 トヨタ自動車(株) 

小林由紀子 (株)トクヤマ 

黒崎 敏彦 (株)コベルコ科研 

中谷 委世 (株)三井化学分析センター 

松本 幸子 日産化学(株) 

松田 弘喜 北見工業大学 

山本 浩司 (株)日立ハイテクサイエンス 

夏井 克巳 (株)日立ハイテクサイエンス 

松尾 昭裕 (株)日立ハイテク 

フィールディング 

山崎 利恵 (株)日立ハイテク 

フィールディング 

大岩 朱美 (株)三井化学分析センター 

国重 政昭 (株)三井化学分析センター 

下澤  稔 デンカ(株) 

日浦 博美 三井串木野鉱山(株) 

中川  博 MHI ソリューション 

テクノロジーズ(株) 

山田 俊裕 デンカ(株) 

東屋 忠男 MHI ソリューション 

テクノロジーズ(株) 

池田 雅彦 (株)三井化学分析センター 

西郷 義男 昭和電工(株) 

高垣 千洋 昭和電工セラミックス(株) 

池田 久雄 昭和電工(株) 

大藤 直樹 昭和電工(株) 

北村 良明 昭和電工パッケージング(株) 

磯本 淳貴 旭化成(株) 

佐藤 雅一 旭化成(株) 

平川 尚子 富士フイルム和光純薬(株) 

四方 邦宏 住友電気工業(株) 

齊藤  恵 (株)東レリサーチセンター 

塩賀 睦雄 JFE スチール(株) 

黒田 誠也 三菱マテリアル(株) 

原田 辰夫 住友化学(株) 

宮台 博 (株)住化分析センター 

本川 敦康 (株)住化分析センター 

起汐 祐司 (株)住化分析センター 

湯地 玲子 味の素(株) 

中根 英明 独立行政法人 造幣局 

阿部 健次 DOWA テクノリサーチ(株) 

岩尾 重博 DOWA テクノリサーチ(株) 

森  茂夫 (株)大同分析リサーチ 

薬真寺孝憲 JFE テクノリサーチ(株) 

根本 卓也 JFE テクノリサーチ(株) 

吉野 公法 JFE テクノリサーチ(株) 

田村 琢夫 JFE テクノリサーチ(株) 

安保 寛一 (株)島津製作所 

山部 恵子 (株)島津製作所 

間嶋  徹 (株)島津製作所 

吉見  聡 (株)島津製作所 

堂脇 正市 (株)島津製作所 

中川  將 出光興産(株) 
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特別シンポジウム 

        
 

 

１．マイクロプラスチック分析の現状と課題  9 月 16 日（水）午前・A 会場 

オーガナイザー：大谷肇（名工大） 

 

 近年，海洋マイクロプラスチックスの問題が大きくクローズアップされていますが，分析化

学や高分子化学の専門的な視点から多くの課題が残されています。本シンポジウムでは，分析

化学・高分子化学の分野で長らく第一線で活動しつつ，最近になってこの問題にかかわるよう

になってきたベテランの研究者にご登壇いただき，それぞれの立場からマイクロプラスチック

分析の現状と課題についてお話しいただきながら，将来の展望について議論したいと思いま

す。 

 

 

２．細胞外微粒子の研究を加速する分析化学  9 月 16 日（水）午後・A 会場 

オーガナイザー：馬場嘉信（名大），早川和一（金沢大），渡慶次学（北大） 

 

 細胞外微粒子は，化学，生物学，医学，工学などの融合領域の研究分野として，世界中で新

たな研究が展開されており，PM2.5などの外因性微粒子の生体動態等の解明が進むとともに，

細胞外小胞などの内因性微粒子の生理的な意義等の解明につながる研究が進展しています。

本シンポジウムでは，細胞外微粒子の分析化学に焦点をあて，最先端研究者の講演と情報交換

を通じて，新たな分析化学的手法が細胞外微粒子の研究の進展にどう貢献するかについて明

らかにしていきます。 

 

 

３．「イメージング」を実現する分析技術  9 月 17 日（木）午前・A 会場 

オーガナイザー：北川慎也（名工大） 

 

 物質の空間分布を可視化するイメージング手法は，分光分析，電気化学分析，質量分析など

様々な分析手法に基づいています。近年，多くの分野でイメージング手法の重要性は増してい

ます。本主題では，最新の様々なイメージング手法，および，得られたイメージから適切に有

効な情報を得るための最新の方法に関する講演と討論を行います。 
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４．高山フォーラム２０周年記念シンポジウム  9 月 17 日（木）午前・B 会場 

オーガナイザー：巽広輔（信州大） 

 

 中部支部では 2001 年より「高山フォーラム」という交流会を行なってきました。本フォー

ラムは，通常の学会発表とは異なる，ユニークで形式にとらわれない学術交流の場の創作を目

指しています。20 周年となる今年，本フォーラムのかつてのコアメンバーに集まっていただ

き，いままでの活動を振り返りつつ，今後どのように展開していくか考えてみたいと思いま

す。支部活動のあり方について考える良い機会と思いますので，中部支部以外の参加者も歓迎

します。 

 

 

５．授業「分析化学」の実践内容を紹介します  9 月 18 日（金）午前・A 会場 

オーガナイザー：石田康行（中部大），手嶋紀雄（愛工大），リムリーワ（岐阜大） 

 

 分析化学の授業づくりにおいて，ほかの先生方はどのような工夫を講じているのか？あるい

は，どういったツールを導入し，活用しているのか？他人の授業を見る機会は限られています

ので，そうした情報はなかなか共有されないものです。本シンポジウムでは，各講師の先生方

が実際に授業で採り入れているアイデアやツールを紹介頂き，その実践内容について話題提供

して頂きます。さらに，それらの話題を呼び水として，より良い分析化学の授業づくりに向け

て会場内で議論します。 

 

 

６．分析化学・またその関連領域をリードする若手研究者シンポジウム 

 9 月 18 日（金）午後・A 会場 

オーガナイザー：唐島田龍之介（東北大），森岡和大（東薬大）， 

植松宏平（福井県大），北隅優希（京大） 

 

 分析化学会では若手研究者による活発な研究活動が広く行われています。そのため若手研

究者の発表機会の場を増やすこと，また若手研究者間での学術交流の場を設けることは大変

意義あることと思われます。そこで本シンポジウムでは，分析化学・またその関連領域におい

て，アクティブにご活躍されている若手研究者による研究発表・学術交流の場を設けることと

いたしました。このシンポジウムを通じて，分析化学に関する先端の学術的知見を広めるとと

もに，若手研究者間の交流および研究のさらなる活性化を目指します。 
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G3013 9 18 16 : 30  16 : 45 

 
 

 

KKY-29

 KKY-29

50 µM 90%

 

   
 

 

    

1-1-1 03-5841-5156 amichio@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

  

  

 

KKY-29  KKY-29 Pseudomonas koreensis X

 KKY-29 50 µM 90%

  

KKY-29 pH

 

Native-PAGE

ICP-MS

  

KYY-29

  

KKY-29  

 

 



 

 - 9 - 

���� � ����
	�������������

E1011 9 16 14 : 00  14 : 15 

1 GC MS

 
 

5 mm  

 

1

 

 1   
 

1 2 3 4 

1 1 2 3 4 Ridvan Kaan Gürses2 

052-735-7911 ohtani.hajime@nitech.ac.jp 

5 mm

MPs

 MP

1

 MP

 

MPs

Py-GC-MS 1 MPs

 PS

10 µm) 1 120 200 PS

  

- 1  
�����

�����������

� ���

����!��
�
�	���

��������

� �� �� ��
��

①

� �� ����� 
��

①���	���


� �� ����� 
��

②���	���

��	��

����	��
�� ��� ①

����	��
���	� ②



 

 - 10 - 

���������������������
����	�

H1013 9 16 15 : 00  15 : 15 

 
 

 

 

47  

 40

   
 

1 2 3  

 1  1  1  2  2  2  

 3  2 

1-17-71 042-769-1867 a-ito@azabu-u.ac.jp 

 

31 (47

)  MRI (Gd)
1) Gd

(In)

 

 

ICP-MS ( )

 

0.1 ng L-1 ( 1 L 10 1 g) 0.1 mg L-1

46  (Li), (B), 

(Ti), (Mn), (Co), (Ni), (Ge), (Mo), 

(Ba), (Y), (La), 

Gd, (W), (Bi)

 

 

  

1  , , 69, 341-350 (2020).  



 

 - 11 - 

������������������	�


H1004 9 16 09 : 45  10 : 00 

CO2  
 

(CO2) CO2

 CO2

 CO2 (HCO3
−) (CO3

2−)

 CO2

 CO2

CO2

 CO2   
 

1  2  
3  

 1, 2  1  1  2  3 

5-1-1 078-431-6343 hotta@opal.kobe-u.ac.jp 

 

 

 

 

HCO3
− CO3

2−

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 - 12 - 

��**��k\elacVj7�MQRWjZUa�=�#[\`fN%9

��**��

\elacVj

7�HRFKJWjZUa�=�#[\`fKGI��C
5�S"HR

B

,*S�DRNPJ���1ONA�.-3E
5KLR��**��

Xgh;J<>�?�N6��S	�HRFKE
5L\elacVj:+

T]_^gja Tdi

6��S-�M��
�#2$S��Me_bjY
(84N���k(/�k!&5)

0�@  � #�0

(Cr(VI)-3) AC-3�.m��.
('6)NA���)

��������������������	
������

E1015 9 16 15 :30  15 : 45 

 
 

 

 

 

  
 

1 2 3 

 1  2  3 

1-2-1 029-859-2632 KATO.Takeshi@nims.go.jp 

 

 

 ICP

 

  

( ) 200 µL

 

 

GPS

  

 

6

 

 (ppb

)

  



 

 - 13 - 

����
�������	����

Y2028 9 17 11 : 30  12 : 30  

 
 

 

 

g-C3N4

-

 g-C3N4

 

g-C3N4 14   
 

1 2 

 1  2  1  1  1,2 

1577 059-231-9647 tateishi@gecer.mie-u.ac.jp 

 

 

  

(g-C3N4)

 

g-C3N4  

g-C3N4 (TCCN)

  

TCCN g-C3N4

g-C3N4

14  TCCN

TEM

 

 

  



 

 - 14 - 

����������������	��
������

D1003 9 16 09 : 45  10 : 00 

 
 

 1/1000 mm

 

 

 

   
 

 

     

 7-3-1  3  6B03 03-5841-7252 ktabata@smb.t.u-tokyo.ac.jp 

 

 

 

 

µm (1 mm 1/1000)

 

 

 

 

 

 

  

溶液交換で
条件を変えながら
繰り返し測定

「多次元」デジタルバイオアッセイ

ウイルス粒子



 

 - 15 - 

����������
��������	�����

H2001 9 17 09 : 30  09 : 45 

 
 

NIR

 

NIR  NIR

 

 NIR

 NIR NIR

  
 

 

    

6-6-07 022-795-7221 iki@tohoku.ac.jp 

 

NIR

 

NIR NIR

 NIR

 NIR

 

  

NIR  

NIR

 NIR

  

 



 

 - 16 - 

����<��4��0:��<���

E1001 9 16 09 : 00  09 : 15 

 
 

EpCAM

 

DNA DNA

 

  
 

1 2

3 

 1  1  1  1  2  2  

 3  3  3  1 

2-39-1 096-342-3872 ykita@kumamoto-u.ac.jp 

 

EpCAM

1

40  

 

EpCAM

 1

 DNA

DNA

DNA

 2

DNA

  

DNA

  

 
	 ! � C@�, &)$#' =GCHK<��/

1�����48���6EI>KLB@

FJ
�����M8��*�

 

 
	 " � ����+9���7��.;1E

I>K<,2+-5/3��0:B@FJ
�

�L%(# AK?DEM*�



 

 - 17 - 

����������
����	����������

G1008 9 16 13 : 45  14 : 00 

 
 

 

 

 

  
 

1 2 3  
4  

 1 1  1  2  2, 3  

 4  2 

468-1 022-752-2209 kumi.inoue.b3@tohoku.ac.jp 

 

Fig. 1  

  

 

30 min

 

  Fig. 1  



 

 - 18 - 

��������������	�


G1007 9 16 13 : 30  13 : 45 

/

 
 

10

 

 
 

1 2 ( ) 3  

ZHANG QIRAN 1  2  3  3  2 

3-1-1 0263-37-2475 jin@shinshu-u.ac.jp 

pH  

0 0.6 mM

10

 



 

 - 19 - 


������� ��� � ��� ����	�������

C2004 9 17 10 : 15  10 : 30 

1 µl EPA DHA GC  
 

EPA DHA

 

 

EPA DHA

 1 µL EPA DHA

30   
 

1  R&D 2  

 
3  4 5 

 1   2   3   4,5 

1200 yishida@isc.chubu.ac.jp 

 

 EPA

DHA

 

  

EPA DHA

 

EPA DHA

 EPA DHA

 

 1 µl EPA DHA 30

 

  

 
 



 

 - 20 - 

��������������	
����

D1001 9 16 09 : 15  09 : 30 

 
 

n 4n DNA/RNA

 

IgG 90  
 

1 JST 2 3 

 1,2  3  1  1 

1-1 072-254-9477 sueyoshi@chem.osakafu-u.ac.jp 

G (IgG) 

IgG

IgG

90

 

( 1)

 

1. . 



 

 - 21 - 

�	�����
������

D1011 9 16 15 : 00  15 :15 
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P3107 9 18 13 : 30  14 : 30  
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P3115 9 18 13 : 30  14 : 30  
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F1003 9 16 10 : 00  10 : 15 
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C1007 9 16 13 : 15  13 : 30 
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新素材・新技術 
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直鎖アルカンの炭素数の偶奇で薄膜中の分子の並びが違う 

【講演番号】H1005【講演日時】9 月 16 日（水）10 : 15 〜 10 : 30 

【講演タイトル】赤外 pMAIRS 法による直鎖アルカンが薄膜中で示す偶奇効果の解明 
   
【概要】溶液プロセスによる製膜を目的として，材料へのアルキル鎖導入が行われるが，膜の特

性評価にはこのアルキル鎖の果たす役割の解明が重要である。そこで本研究では，炭素数が奇数・

偶数のさまざまな直鎖アルカン薄膜について，赤外光を用いた p 偏光多角入射分解分光（pMAIRS）

法により薄膜中での鎖の配向を調べた。その結果，炭素数が奇数の分子の方が垂直方向への配向

が顕著であるとわかった。これは，結晶構造の違いが配向という形で顕著に反映されたことを示

しており，材料中の分子構造の可視化に繋がる成果である。 
 
【発表者（○：登壇者／下線：連絡担当者）】京大化研  

○吉田 茉莉子 ・ 塩谷 暢貴 ・ 藤井 正道 ・ 下赤 卓史 ・ 長谷川 健 

京都府宇治市五ケ庄，電話 0774-38-3070, htakeshi@scl.kyoto-u.ac.jp 

 

 アルキル鎖は，有機化合物のもっとも基本的な官能基であり，様々な機能性材料に組み込まれ

ている。例えば有機半導体材料は基本骨格にアルキル鎖を導入することで，溶解度が高くなり，

工業的に有利な溶液プロセスによる製膜を実現できる。このようなアルキル側鎖を有する有機半

導体のデバイス特性を薄膜構造に基づいて理解するためには，アルキル鎖が分子凝集構造の形成

に果たす役割の解明も重要である。本研究では，アルキル側鎖を有する有機半導体材料の構造解

析の分光学的な基礎を固める目的で，もっとも単純な化合物である直鎖アルカンの構造解析に取

り組んだ。直鎖のアルカンは，通常，固体中で炭素の数が偶数と奇数の場合で異なる結晶構造を

示すことが古くから知られている。しかし，“薄膜”という場では詳しく調べられておらず，バル

ク固体との相関もわかっていない。 

そこで，アルカンの薄膜をスピンコート法で作製し，薄膜中での分子構造を分子配向という視

点から明らかにできる p 偏光多角入射分

解分光（pMAIRS）法を用いて定量的に解

析した。その結果，鎖長に依らず分子は

基板に対して垂直に配向する傾向にある

が，炭素数が奇数の場合は偶数の場合と

比べて明確に，より高度に配向した。今

回の解析結果は，これまで想像に頼って

議論されてきた有機材料中のアルキル鎖

の構造を可視化することにつながる。 
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図 薄膜中の分子の配向角
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H1006 9 16 10 : 30  10 : 45 
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H1002 9 16 09 : 15  09 : 30 
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1⽇⽬(16⽇)

1 2 3 4 5 6 7 8
P/Y

AS1001 E1001 30バイオ1 G1001 08センサー1 H1001 02分⼦スぺ1 01 原⼦スペクトル分析（ 6
C1001 11質量分析1 D1001 12マイクロ1 E1002 30バイオ2 G1002 08センサー2 H1002 02分⼦スぺ2 02 分⼦スペクトル分析（ 6

AS1002 C1002 11質量分析2 D1002 12マイクロ2 E1003 30バイオ3 F1001 07電気化学1 G1003 08センサー3 H1003 02分⼦スぺ3 03 レーザー分光分析（顕 6
マイクロプラスチック B1001 受賞講演 C1003 32医薬1 D1003 12マイクロ3 E1004 30バイオ4 F1002 07電気化学2 G1004 08センサー4 H1004 02分⼦スぺ4 04 X線分析・電⼦分光分 5

AS1003 C1004 33臨床1 D1004 12マイクロ4 F1003 07電気化学3 G1005 08センサー5    05    放射線計測による分析 1
B1002 受賞講演 C1005 33臨床2 E1005 30バイオ5 H1005 02分⼦スぺ5 06 磁場を利⽤した分析（ 1

AS1004 C1006 33臨床3 D1005 ナノマイクロ懇 E1006 30バイオ6 F1004 07電気化学4 G1006 センサー懇 H1006 02分⼦スぺ6 07 電気化学分析 8
E1007 30バイオ7 F1005 07電気化学5 H1007 06磁場1 08 センサー，センシング 16

Y 09 熱分析 1
Y 11 質量分析（イオン化法 2
Y 12 マイクロ分析系（マイ 4
Y 13 フローインジェクショ 7

14 液体クロマトグラフィ 8
15 ガスクロマトグラフィ 3
16 電気泳動分析（キャピ 2
17 溶媒抽出法，固相抽出 3

AS1005 18 分離・分析試薬の設計 4
AS1006 B1003 受賞講演 C1007 20データ処理1 E1008 25環境1 H1008 01原⼦スぺ1 19 分析化学反応基礎論（ 11
AS1007 C1008 20データ処理2 D1006 03レーザー1 E1009 25環境2 G1007 08センサー6 H1009 01原⼦スぺ2    20 データ処理理論（AI， 3

B1004 受賞講演 C1009 20データ処理3 D1007 03レーザー2 E1010 25環境3 G1008 08センサー7 H1010 01原⼦スぺ3    22 サンプリング，前処理 1
AS1008 細胞外⼩胞 D1008 03レーザー3 E1011 25環境4 F1006 13フロー1 G1009 08センサー8 H1011 論⽂賞1 23 界⾯・微粒⼦分析（液 18

C1010 09熱分析1 F1007 13フロー2 G1010 08センサー9 24 宇宙・地球に関する分 7
AS1009 B1005 受賞講演 C1011 35その他1 D1009 03レーザー4 E1012 25環境5 F1008 13フロー3 25 環境関連分析（環境汚 10

C1012 35その他2 D1010 03レーザー5 E1013 25環境6 F1009 13フロー4 G1011 08センサー10 H1012 01原⼦スぺ4 28 有機・⾼分⼦材料分析 6
AS1010 B1006 受賞講演 C1013 35その他3 D1011 03レーザー6 E1014 25環境7 G1012 08センサー11 H1013 01原⼦スぺ5 29 ⾷品・農作物・ヘルス 3

F1010 13フロー5 G1013 08センサー12 H11014 01原⼦スぺ6 30 バイオ分析（プロテオ 18
AS1011 C1014 17溶媒抽出1 D1012 19反応論1 E1015 25環境8 F1011 13フロー6 G1014 08センサー13 31 バイオイメージング 8

B1007 受賞講演 C1015 17溶媒抽出2 D1013 19反応論2 E1016 25環境9 F1012 13フロー7 32 医薬分析（不純物，ド 1
AS1012 C1016 17溶媒抽出3 E1017 25環境10 G1015 08センサー14 33 臨床分析（法科学分析 3

D1014 19反応論3 F1013 フローインジェクション懇 G1016 08センサー15 35 その他 3
AS1013 C1017 有機微量分析懇 D1015 19反応論4 G1017 08センサー16
AS1014 D1016 19反応論5 特別シンポジウム

受賞講演
研究懇談会
テクノレビュー
ポスター

13時

14時

15時

16時

17時

G H
9時

10時

11時

E F

12時

A B C D



2⽇⽬(17⽇)

1 2 3 4 5 6 7 8
P/Y

AS2001 BS2001 01 原⼦スペクトル分析（ 6
CT2001 テクノレビュー D2001 19反応論6 E2001 30バイオ8 F2001 07電気化学6 G2001 23界⾯1 02 分⼦スペクトル分析（ 6

AS2002 イメージング BS2002 ⾼⼭ D2002 19反応論7 E2002 30バイオ9 F2002 07電気化学7 G2002 23界⾯2 H2001 18分析試薬1 03 レーザー分光分析（顕 6
C2002 15GC1 D2003 19反応論8 E2003 30バイオ10 F2003 07電気化学8 G2003 23界⾯3 H2002 18分析試薬2 04 X線分析・電⼦分光分 5

AS2003 BS2003 C2003 15GC2 G2004 23界⾯4 H2003 18分析試薬3    05    放射線計測による分析 1
C2004 15GC3 D2004 19反応論9 E2004 30バイオ11 F2004 電気化学懇 G2005 23界⾯5 H2004 18分析試薬4 06 磁場を利⽤した分析（ 1

AS2004 BS2004 D2005 19反応論10 E2005 30バイオ12 07 電気化学分析 8
C2005 GC懇 D2006 19反応論11 E2006 30バイオ13 F2005 G2006 溶液界⾯懇 H2005 試薬懇 08 センサー，センシング 16

AS2005 BS2005 D2007 溶液懇 09 熱分析 1
11 質量分析（イオン化法 2

Y 12 マイクロ分析系（マイ 4
Y 13 フローインジェクショ 7
Y 14 液体クロマトグラフィ 8
Y 15 ガスクロマトグラフィ 3

16 電気泳動分析（キャピ 2
17 溶媒抽出法，固相抽出 3
18 分離・分析試薬の設計 4
19 分析化学反応基礎論（ 11

P    20 データ処理理論（AI， 3
P    22 サンプリング，前処理 1
P 23 界⾯・微粒⼦分析（液 18
P 24 宇宙・地球に関する分 7

25 環境関連分析（環境汚 10
28 有機・⾼分⼦材料分析 6

学会賞 29 ⾷品・農作物・ヘルス 3
30 バイオ分析（プロテオ 18
31 バイオイメージング 8
32 医薬分析（不純物，ド 1
33 臨床分析（法科学分析 3
35 その他 3

特別シンポジウム
受賞講演
研究懇談会
テクノレビュー
ポスター

13時

14時

15時

16時

17時

G H
9時

10時

11時

E F

12時

A B C D



3⽇⽬(18⽇)

1 2 3 4 5 6 7 8
P/Y

AS3001 D3001 05放射線1 F3001 14LC1 01 原⼦スペクトル分析（ 6
C3001 28⾼分⼦1 D3002 04X線1 F3002 14LC2 02 分⼦スペクトル分析（ 6

AS3002 B3001 受賞講演 C3002 28⾼分⼦2 D3003 04X線2 E3001 30バイオ14 F3003 14LC3 G3001 23界⾯6 03 レーザー分光分析（顕 6
分析化学 C3003 28⾼分⼦3 E3002 30バイオ15 F3003 G3002 23界⾯7 04 X線分析・電⼦分光分 5

AS3003 B3002 受賞講演 C3004 論⽂賞2 D3004 04X線3 E3003 30バイオ16 F3004 14LC4 G3003 23界⾯8    05    放射線計測による分析 1
D3005 04X線4 E3004 30バイオ17 F3005 14LC5 G3004 23界⾯9 06 磁場を利⽤した分析（ 1

AS3004 D3006 04X線5 E3005 30バイオ18 G3005 23界⾯10 07 電気化学分析 8
B3003 受賞講演 C3005 ⾼分⼦懇 D3007 Ｘ線懇 F3006 LC懇 08 センサー，センシング 16

AS3005 09 熱分析 1
11 質量分析（イオン化法 2

AS3006 Y 12 マイクロ分析系（マイ 4
Y 13 フローインジェクショ 7
Y 14 液体クロマトグラフィ 8
Y 15 ガスクロマトグラフィ 3

16 電気泳動分析（キャピ 2
17 溶媒抽出法，固相抽出 3
18 分離・分析試薬の設計 4
19 分析化学反応基礎論（ 11

P    20 データ処理理論（AI， 3
の P    22 サンプリング，前処理 1

会 P 23 界⾯・微粒⼦分析（液 18
P 24 宇宙・地球に関する分 7

AS3007 E3006 31バイオイメ1 G3006 23界⾯11 25 環境関連分析（環境汚 10
若⼿ B3004 受賞講演 C3006 28⾼分⼦4 D3008 24宇宙1 E3007 31バイオイメ2 F3007 14LC6 G3007 23界⾯12 28 有機・⾼分⼦材料分析 6

AS3008 C3007 28⾼分⼦5 D3009 24宇宙2 E3008 31バイオイメ3 F3008 14LC7 G3008 23界⾯13 29 ⾷品・農作物・ヘルス 3
B3005 受賞講演 C3008 28⾼分⼦6 D3010 24宇宙3 E3009 31バイオイメ4 F3009 14LC8 G3009 23界⾯14 30 バイオ分析（プロテオ 18

AS3009 D3011 24宇宙4 31 バイオイメージング 8
C3009 29⾷品1 E3010 31バイオイメ5 F3010 22前処理1 G3010 23界⾯15 32 医薬分析（不純物，ド 1

AS3010 C3010 29⾷品2 D3012 24宇宙5 E3011 31バイオイメ6 F3011 16CE1 G3011 23界⾯16 33 臨床分析（法科学分析 3
C3011 29⾷品3 D3013 24宇宙6 E3012 31バイオイメ7 F3012 16CE2 G3012 23界⾯17 35 その他 3

AS3011 D3014 24宇宙7 E3013 31バイオイメ8 G3013 23界⾯18 特別シンポジウム
受賞講演
研究懇談会
テクノレビュー
ポスター
（関連 ） の 交 会

12時

A B C D G の 会
9時

10時

11時

E F

13時

14時

15時

16時

17時
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